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梁間 f・ ! B.は一方では白分の病気を心配してヒポ的になるかと思へば一方で、は卒気で仕
事の出来るのを自慢してゐる。但し仕事の最中は病感を忘れるらしい。














紫岡子！ 621¥ぷIの魯四亜を見た B. が今日の魯西 r；~に再肱行したらどうだらう？進歩？
退歩？三三三1どに聞いて見るがよい。そして填太利亜が亡んだと聞いたら B.は卒倒す
るカ通も安Jlj,1.f.主い。


































1230 日本外科賓函第 16巻第 6 披
業岡子！今日友れば裁中lj醤・墜の問題でもあるだらうが若しも柴岡子友れば何と召さるる。
畑違ひの老卜庵は知らぬ事知らぬ事。





























華整 纂 1231 





























在いのだ！ 元来現代の手術的外科壊と云ふものは金外科の 1/3位なものだ。共他の 2/3の外
科印ち口腔，直腸，腸脱等の外科手術に友ると Antiseptischと云ふ方法は問題に出来友い局部








75. 在ウヰン， ドクトル， ミクリツに宛て L。
〔1880＞子明治13＞子 （ウヰンより .)1歳）〕
「・…君の Antiseptikに就ての1官tlは一読した。
(Mikulicz, Uber die Anwendung der Antisepsis bei Laparotomie 









































柴岡子 lB.が抑も最初に Magenresectionをやったのは買に1881年（明治14年） 1月29日で
あった。此最初の手術に成功して一度は治癒したと考へた病人は同年5月24日に癌腫再登
で死んで了ふた。此事は今年を去る事，貫tc58年前の事である。



































際友のだ 1・…拙者の教室では Wδ！日eru. Mikulicz 2人が奮闘してゐるから拙者の様た老ぼれ
は無fljの人聞なのだ。 M.は主二三三里人友のだからポーランド語でやれるのだが此鹿では濁
逸人に化け過智てゐる保だ。大部分の手術は此2人がやってくれてゐるから甚だ便利だ0・




















論丁駁であったらしい。然も之は1878年に Kochが Untersuchungiiber die Aetiologie der 
Wundkrankheitenの業績を公Kしてから3ヶ年を経過してゐる明治10年の頃の話であって
ぽつぽつ細菌感の護芽期でるる。
























































































〔1884~ 明治li年 （ウヰンより 54歳）〕
『……拙者は近頃腎臓摘出を灼餓鈎を用ひてやって見たので共成績報告を法る－…拙者は最

















あります。然し私は嘗て UberLehren und Lemen der med. Wissenschaft.と云ふ一文を公に





















































































































































































〔1886年明治19年（サ Yギルケ ンより 57歳）〕







95. 在ウヰン， プラーム教授に宛て L。

















































































































































雑 纂 1249 
サズ，我ガ京大整形外科・車教室ノ矯＝．何卒御懇情ヲ以ツテ御支援御鞭捷ヲ賜ランコトヲ御願
ヒ申上グル吠第デゴザイマス。
（再ピ登壇，整形外科準教室員一同ニ向ハレテ〉
部テ我ガ整形外科皐教室＝於テハ，支那事費勃登以来，教室ノ中堅トシテ熱心＝活躍シテ居
リマシタ所ノ専属教室員ノ大部分ガ雁召シマシテ，現在残ツテヰyレ所ノ：専属教室員ハ僅ニ雨3
名＝過ギズ，従ツテ此ノ人々ヲ中心トシテ活動サレテヰル現教室員諸君ノ御苦持ノ程ハ淘＝察
スYレニ飴リアルモノガアリマス。然シ乍ラ斯yレ放態ハ決シテ我ガ教室ノミ＝限ラレタ諜デハ
ナクテ，他 J大串＝於テモ，又現在我ガ日本ノ各屠各方面ヲ通ジテ費シク入手ノ不足ヲ託ツテ
ヰル献態デアリマシテ，今次事費ガ未曾有ノ大規模ナモノデアリ，且雄大ナル意同ノ下エ遂行
サレテヰル事＝想到シマスナラバ，我々内地ノ持揚ヲ守ツテヰyレ者モ戦場ニアル人々ト同様
ナ気持ヲ持ツテ困苦鰻難ニ耐へ，少数ノ人数ヲ以ツテ基幹ヂ得yレ最大ノ能率ヲ護揮シテ目、ツテ使
命ノ達成＝努力セネパナラヌト信ズyレ者デアリマス。殊＝今弐聖戦ノ結果ト時代ノ要求トハ
我々整形外事科専門家ノ活動範園ヲ著シク損大シツ、アツテ，従ツテ之＝携ハル者ニ針シ格段
ノ努力ガ要望セラレテヰyレノデアリマス。斯Yレ重大ナル時期＝極メテ少数ノ教室員ヲ以ツテ
研究＝将タ診療＝従事スル事ハ確＝難事ニハ違ヒアリマセン。然シ乍ラ諸君，曹局員，研究室
員ハ勿論，技術員，宥護婦モ教室全員協力一致，打ツテ一丸トナリ，各々持揚々々ヲ守ツテ教
室ノ護展ノ矯＝遁進シテ頂キタイト望ンデl:マヌモノデアリマス。殊＝整形外科ノ仕事ハ．他
ノ科＝比較シテ肉韓ヲ持スル事ガ非常ニ多イノデアリマス。ソレデアルカラシテ，教室員諸君
ニ於カレテハ健康不振ノ嬬，可惜大望ヲ中途挫折スル事ノ無イ様＝卒素ヨリ自愛アラン事ヲ
望ミマス。
最後ニ我ガ外科息整形外科肇教室ハ従来二＝シテーノ如ク常＝相協力一致久我々ノ先輩
ハ不断ノ努力ヲ以ツテ輝カシイ歴史ヲ作ツテ来ラレグノデアリマシテ，此ノ事ハ先ノオ言葉ノ
如ク全ク他＝類例ヲ見ザYレ所デアリマス。翼クハ，此ノ美シキ停統ノ長所ヲパ護リ育テ、，雨
教室互＝協力和合シ，我々モ先輩＝劣ラヌ立祇ナ歴史ヲ残シテ行キ度イモノト念願シテJI:マヌ
モノデアリマス。一一之ヲ以ツテ私ノ挨拶ノ言葉ト致シマス。』
閉式5時30分
式後参舎者一同打チ連レテ直チエ柴友舎館＝参集シ，同教授撤迎晩餐舎ニ出席ス。和気霧々
ノ中＝乾杯談笑数刻， 9時前散含トナツタn
重ナル来賓出席者芳名（五十昔順）
足立文太郎，磯部喜右衛門，伊藤弘，木原卓三郎，戸田正三，中西亀太郎，波多腰正雄，林
喜作，星野貞次，松本信一，盛新之助ノ諸氏。
